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研究概要 ADAMTS-1は、ADAMTSファミリーの最初のメンバーとして我々が同定した遺伝⼦である。我々はこれまでにADAMTS-1遺伝⼦⽋損マウスの解析から、ADAMTS-1が腎
盂尿管移⾏部組織の構築と機能、排卵過程、卵胞⽣育過程と卵胞構造の維持等に関わることを明らかにしてきた。⽪膚損傷治癒過程は、炎症期、増殖期、成熟期の3つの段
階からなり、炎症反応を含む連続的な組織の修復過程である。我々はADAMTS1が炎症時にその発現が誘導される遺伝⼦であることを⾒い出していたことから、今回、
ADAMTS-1遺伝⼦⽋損マウスを⽤いて、ADAMTS-1が⽪膚損傷治癒過程に関与しているかどうか検討を⾏った。実験としては8-12週令のADAMTS-1遣伝⼦⽋損マウスお
よびコントロールマウスの背部の⽪膚に、⽣検トレパンを⽤いて直径4mmの打ち抜き損傷を作製し、経時的に損傷部位の⾯積を測定して、治癒過程の進⾏度に違いがある
か調べた。その結果、ADAMTS-1遺伝⼦⽋損マウスでは、損傷作製後3⽇⽬から、コントロールマウスと⽐較して治癒の遅れが認められはじめた。またその後、損傷作製
後6⽇⽬から10⽇⽬にかけても、ADAMTS-1遺伝⼦⽋損マウスでの損傷部位の⾯積は、コントロールマウスと⽐較して⼤きいままで、損傷部位の塞がり⽅に明らかな遅れ
が観察された。これらの結果から、ADAMTS-1が⽪膚損傷治癒過程において重要な役割を果たしていることが⽰唆された。我々がこの結果を⾒い出した後、他のグループ
より、ADAMTS-1が⽪膚損傷過程の⾎管新⽣の制御に関わっていることが報告されたが、今後、ADAMTS-1遺伝⼦⽋損マウスにおける⽪膚損傷治癒過程の遅延のメカニズ
ムについては、さらに詳しい解析が必要である。

2008[雑誌論⽂] Protective Roles of the Fractalkine/CX3CL1-CX3CR1 Axis against Alkali-induced Corneal Neovascularization thorough Enhanced Anti-angiogenic Factor Expression 

2008[雑誌論⽂] Protective roles of the fractalkine/CX3CL1-CX3CR1 interaction in alkali-induced corneal neovascularization thorough enhanced anti-angiogenic factor expression 

2007[学会発表] Abnormal caudal intervertebral disc formation in ADAMTS-1 null mice 

2007[学会発表] ADAMTS-1遺伝⼦⽋損マウスにおける尾椎椎間板形成異常 

 
研究課題をさがす KAKENの使い⽅

https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-18590365/
javascript:void(0);
javascript:void(0);
javascript:void(0);
javascript:void(0);
javascript:void(0);
javascript:void(0);
https://kaken.nii.ac.jp/ja/search/?qc=%E5%9F%BA%E7%9B%A4%E7%A0%94%E7%A9%B6%28C%29
https://kaken.nii.ac.jp/ja/search/?qd=%E7%94%9F%E7%89%A9%E7%B3%BB/%E5%8C%BB%E6%AD%AF%E8%96%AC%E5%AD%A6/%E5%9F%BA%E7%A4%8E%E5%8C%BB%E5%AD%A6/%E5%AE%9F%E9%A8%93%E7%97%85%E7%90%86%E5%AD%A6
https://kaken.nii.ac.jp/ja/search/?qe=%E9%87%91%E6%B2%A2%E5%A4%A7%E5%AD%A6
https://kaken.nii.ac.jp/ja/external/KAKENHI-PROJECT-18590365/?lid=40242565&rpid=185903652007kenkyu_seika_hokoku_gaiyo&mode=nrid-d
https://kaken.nii.ac.jp/ja/index/
https://kaken.nii.ac.jp/ja/index/
https://support.nii.ac.jp/kaken/howtouse/

